
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

３　平成30年度当初予算案での対応

（単位：千円）

事業費 53,332 123,942 △ 70,610

【事業内容】
・自己啓発、自己肯定感向上、コミュニケーション能力を
向上させるセミナーを開催してほしい。（同趣旨4件）

・県外への情報発信を行ってほしい。
・市町村や企業等との情報共有の強化、研修内容の充
実を期待。
・事業の広報・PRを強化すべき。（同趣旨3件）

・自己肯定感の向上及びコミュニケーション能力向上セミナーに
ついては、若者への教育や支援全般にわたる大きなテーマとし
て、総合的に事業を検討します。
・サイト等を活用した県外への情報発信も随時実施します。
・市町村や企業等との連携を促進するため、これまで以上に情
報提供の強化や支援担当者のスキルアップ研修を充実します。
・これまでもポータルサイトや地元広報誌への掲載等でPRを
行ってきましたが、SNSの活用等効果的な手法を活用した情報
発信についても、行っていきます。

【今後の方向性】
・出会いの場の提供だけでなく、結婚までしっかりフォ
ローすることが必要。（同趣旨3件）
・行政が結婚支援を行うメリットはある。民間のノウハウを
積極的に取り入れ、官民協働での実施を。（同趣旨3件）
・結婚・子育てに肯定的な雰囲気づくりを行ってほしい。
婚活イベント等に行きやすい雰囲気づくりも重要。（同趣
旨2件）
・高校生や大学生に対するライフプラン形成支援の事業
を展開してはどうか。

・公的相談所の相談員等を対象とした研修を行い、相談員が結
婚までフォローするためのノウハウの習得を目指します。
・民間のノウハウを適宜取り入れながら、事業を実施します。

・婚活サポーターや婚活イベント等様々な事業や広報を通じ
て、結婚・子育てに肯定的な雰囲気づくりを進めていきます。

・高校生等を対象とするライフデザインセミナーを継続して行う
ほか、大学生のライフプラン形成支援のためのセミナーについ
ても、実施していきます。
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県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・達成目標をより具体的なものとすべき。（相談件数、登
録件数等）

・なぜこの事業を行政が行うのか分析し、PRすべき。
・限られた財源の中、いつまでも行政が実施し続けること
に抵抗がある。5～10年先の目標を立てて、民間へ事業
を移すことも視野に検討してほしい。

・H29年度に成果指標についての分析（例えば出生率を増やす
ためには他のどのような指標を増とすればよいか等）を委託によ
り実施しています。その分析結果を踏まえ、適切な成果指標を
検討します。
・行政機関が結婚支援を行う必要性をわかりやすく広報します。
・民間との連携あるいは役割分担などの先の見通しについて検
討します。

合　計 9 4 6 5

2 0
現状維持 5 1

3 2 1

事業改善の必要あり

3 2 1 3

合理化・縮小
点検者

強化・拡大 4 3 3

現行
どおり

移管・
廃止改善の方向性

改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

B-3 事業名 ながの結婚・子育て応援事業
担当
部課名

県民文化部
次世代サポート課

・大学生のライフプラン形成支援に取り組むため、必要な予算を

計上しました。

・子育てに温かい社会機運の醸成を図るため、情報発信の取組

について必要な予算を計上しました。

〔事業費の主な増減〕

・大学生のライフプラン形成支援に係る事業

費の増（1,616千円）

・子育てに温かい社会機運の醸成に係る事

業費の増（2,234円）

・活用希望市町村の事業費が減となったこと

による地域少子化対策重点推進補助事業

等の減。（△40,838千円）

・新たな子ども・若者支援の総合計画の策定

終了による、関係費用（計画策定に係る事

務費、実態調査・分析委託料等）の減

（△29,867千円）

［当初予算案時点］


